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要         旨 

 

本博士論文は、第二言語としての日本語の習得に関し、リキャストを用

いて学習者のどのような項目の誤りをどのように訂正することで訂正理由

の理解を得ているかを検証したものである。対象とする言語項目として

は、動詞活用形、補助動詞、助詞とし、第一に学習者の反応である「修正

アップテイク」、第二に刺激回想法インタビューを用いて探る「訂正理由

の理解」、第三に「修正とその理解の関係」を研究対象として、4つの研究

を実施した。研究1では「項目間の異なり」について総合的に検討し、研

究2では、「リキャストの長さ」を分析の観点として検討した。研究3では

「複数の誤り」を1つのリキャストで訂正するという条件の下で検討し

た。研究4では、助詞のみを対象とし、「メタ言語ヒントを与えるフィード

バック」との併用を試みた。 

その結果、いずれの研究においても、補助動詞に対するリキャストは訂

正理由の理解を得ており、助詞に対するリキャストは訂正理由の理解を得

にくい傾向があることが示された。この結果については、対象項目の卓立

性だけではなく、意味の明示性、内容語との「かたまり」で項目学習され

ること、学習者の明示的知識の有無が影響していると考察した。また、修

正アップテイクの有無は、リキャストの正確な理解とは無関係であること

が報告された。 

本研究は、類型論的に欧米語と異なる日本語を対象とし、先行研究の知

見との共通点および相違点を見出した。先行研究では項目の卓立性がリキ

ャストの有効性に関わるとされていたが、本研究は、卓立性は修正アップ

テイクのしやすさには関わるが、訂正理由の理解が項目間で異なったこと

の、主たる要因ではないとの見解を示した。意味の明示性、明示的知識、

項目学習が関わることは、欧米語の先行研究に沿っていたと報告した。本

研究は当該領域の基礎研究として意義があるものと判断した。 
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